コウレイ ノ ハハ ト ムスメ ノ コミュニケーション (3) : グライス ノ 「シツ ノ コウドウ シシン」 ニ ショウテン オ アテテ by 田中 典子 et al.
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葛藤を考察した。さらに田中 (2014) では、Searle(1979)[1975] の発話行為論を基に、
データ（2011 年 10 月 1 日～ 12 月 31 日）に表れる「感謝表現」に焦点を当て、
そこからどのような関係性が見られるかを分析し、この発話行為に見られる関係
の非対称性を指摘した。
　本稿では、それに続く 2012 年 1 月 1 日から、同年 3 月 31 日までのデータを用い、
Grice (1975) の 4 つの行動指針（量、質、関係、様態）の観点から会話を分析する。
とりわけ、認知症を持つ人がコミュニケーション上の問題を起こしやすいと考え
られる「質の行動指針」について詳細に検討する。
Communication between an Elderly Mother and her Daughter (3):
Focusing on Grice’s ‘Maxim of Quality’
TANAKA Noriko
Abstract
　 Tanaka (2013) examined telephone conversations between a mother and her 
daughter, and considered the elderly mother’s conflict between independence and 
dependence.  Then, based on Speech Acts theory by Searle (1979)[1975], Tanaka 
(2014) focused on ‘thanking’ and analyzed what kind of relationship was revealed by 
the speech act in their conversations (from 1 October to 31 December, 2011).
　 This paper employs the conversations between the same participants from 1 
January 2012 to 31 March. The analytical foci are Grice’s four Maxims: Quantity, 
Quality, Relation and Manner. In particular, the Maxim of Quality is explored, which 




年 9 月 28 日、2011 年 9 月 6 日～ 30 日）を調べた。さらに、田中（2014）では、それに続く、
３ヵ月間（2011 年 10 月 1 日～ 12 月 31 日）の電話による会話をデータとし、「感謝する」
(thanking) という発話行為からどのような関係性が見えるかを考察した。
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　本論では、次の 3 ヵ月間 (2012 年 1 月 1 日～ 3 月 31 日 ) の同参与者による電話での会
話を用い、分析の枠組みとして Grice(1975) の 4 つの行動指針 (Maxim) 1 を基にし、とり
わけ認知症を持つ人にとって問題になりやすいと考えられる「質の行動指針」(Maxim of 
Quality) に焦点を当てて考察する。
１．分析の枠組み ― グライスの行動指針 ―
　Grice(1975) は、人が会話する際、守ることを期待されている一般原則について、以下
のように述べている。
We might then formulate a rough general principle which participants will be expected (ceteris 
paribus) to observe, namely: Make your conversational contribution such as is required, at the 
stage at which it occurs, by the accepted purpose or direction of the talk exchange in which you 





 (Grice 1975: 45　和訳は筆者による )
　この「協調の原則」を前提に、Grice (1975) はさらに、人が会話のやりとりの中で、特
別な事情がない限り従うであろう「行動指針」(Maxim) を 4 つ提案し、それぞれを以下の
ように説明している。
「量の行動指針」(Maxim of Quantity)
1. Make your contribution as informative as is required (for the current purposes of the 
exchange).
2. Do not make your contribution more informative than is required.
［1.（やりとりのその局面での目的に沿って）求められている情報を与えよ。
 2.  求められている以上の情報は与えるな。］
1 Maxim の訳語としては、「マキシム」「格率」「原則」など、さまざまなものがあるが、ここでは、
筆者らが Thomas (1995) の翻訳にあたって用いた「行動指針」を採用する。
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「質の行動指針」(Maxim of Quality)
‘Try to make your contribution one that is true’– and two more specific maxims:
1. Do not say what you believe to be false.








‘Be perspicuous’– and various maxims such as:
1. Avoid obscurity of expression.
2. Avoid ambiguity.







(Grice 1975: 45-46 より抜粋　和訳は筆者による )




　また Thomas (1995) は、グライスの行動指針を守らない場合のひとつとして「遵守不能」
(infringing) 2 をあげ、以下のように説明している。
2  ‘infringing’ という語は、一般には「違反」「侵害」などと訳され、特に「順守不能」という意
味はないが、行動指針を守らないほかの場合としてあげられている ‘flouting’, ’violating’‘opting 
out’‘suspending’（Thomas 1995: 64）と区別するため、この訳語を用いた。
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A speaker who, with no intention of generating an implicature and with no intention of 
deceiving, fails to observe a maxim is said to‘infringe’ the maxim.  In other words, the non-
observance stems from imperfect linguistic performance rather than from any desire on the 
part of the speakers to generate a conversational implicature.  This type of non-observance 
could occur because the speaker has an imperfect command of the language (a young child or 
a foreign learner), because the speaker’s performance is impaired in some way (nervousness, 
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　このように、認知症を持つ人の会話は、グライスの４つの行動指針のいずれかを逸脱
することが多いだけでなく、Thomas(1995: 91) も指摘するように、「どの行動指針が発動
されているかは常に決められるというわけではなく」（‘It is not always possible to determine 












　筆者は、母が 2013 年 5 月にグループホームに入所するまで、約 10 年間、ほぼ毎日、電
話で母と会話しており、その会話を母の許可 3 を得て録音し談話分析のデータとして研究
に用いてきた。
　本論では、田中（2014）で取り上げた会話に続く 2012 年 1 月 1 日から 3 月 31 日までの
3 ヵ月間に録音した電話での会話をデータに用いる。表 1 に詳細を示す。
３．枠組みの適用
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3.1　妄想―夢―
　M の認知症は徐々に進行し、2012 年初頭には妄想のようなものが見られるようになっ




112535 D　（・・・） 6 でおかあさん 2 回も電話してきて私が癌になったとかなんとか





















参与者 母（M） 81 歳 
娘（D）        57 歳～58 歳（誕生日を挟む） 
 
5  数字は、2011 年 9 月 1 日の談話から付した通し番号を指す。その他の文字化記号については巻末
を参照されたい。
6  （…）は、筆者による省略部分を表す。
7  D の名前。
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をよく見ると、初め M は清掃サービスの人数を「2 人でね」（12363 M）と説明しているが、
後になって D の「何人来たの？」(12494 M) という問いには「1 人」（12495）と答えており、








12356 D 頼んでないよそれ [ 詐欺かもしんない ]
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（中略）



















　2011 年 9 月に D が M の家の近くに転居 8 してから、初めは週に一回、後には二，三回程度、
夕食を共にしていた。仕事を持つ D が都合のつく日に夕食を作り、M を招くという形を
取ることが多かった。M も当初、喜んで誘いに応じていたのだが、2012 年になると、約
束していたかどうかに混乱が見られるようになった。
　以下は、D が仕事から戻った夜、M から受けた電話での会話である。D が夕食の約束を
忘れたと言って M は怒っているが、D には心当たりがない。以前から研究データとして
会話録音をしていることは M も承知していたので、その日の朝、D が仕事に出かける前
の電話での会話を、いわば「証拠」として M に聞かせたが、あくまでも約束を忘れたの
は D だとして「あんた覚えてないんだ」（11455 M）という M の確信が揺らぐことはない。
8  その経緯については、田中（2013）を参照されたい。
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11443 M (1s) え聞いてみてごらん [（＊＊＊＊＊＊＊）]
11444 D [ ちょっと待っててじゃあ ]　待ってて
  （中略）　　　【電話でその録音部分を流す】
11450 D 聞いた？









だったら悪かったけど」（11518 D）とやや下手に出、M も「そんな悪くないよ」（11519 M）
「別に大したことじゃないけどね」(11521 M) と応じている。それに対し、D は「なんかた
食べるものあるの？」(11522 D) と、まだ夕飯をすませていない M を気遣っている。





11516 D だって今日仕事行ってるんだから [ さあ ]
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11520 D もう [ おかあさん ]
11521 M [ 別に ] 大したことじゃないけどね
11522 D なんかた食べるものあるの？ 
11523 M あるよ
　しかし、そのような気遣いは続かず、談話の終わりには、M は空腹のままずっと待た
されたことへの不満 (11551 M)、D は帰宅後に急に責められたことへの苛立ち (11552 D) が
前面に出てしまう。ついに、M は食事を別々にしたいと言い出し (11555 M)、それに対し
D も距離を感じさせる「デス／マス体」を用いて「うんじゃあそれでもいいですよ」(11556 D)
と突き放す。しかし、その後の談話では「私はたまーにおかあさんと食べるのは楽しみだっ




11553 M だから不思議 [ だなあと思って ]






ねー、うんじゃあしょうが [ ないから ]
11559 M [ じゃ□子の ] いいように






































（2012 年 1 月 31 日）
　しかし、この方法で M の心の負担が消えたわけではなかった。ある会食の日、M を迎















Without a huge effort, I make slip-ups all the time, but ‘normal’ people don’t need this amount 
of effort just to keep on track. 
 　I’m OK as long as I am really trying hard, I am well rested and not at all tired.  Then I 

































15073 M あたしクラス会のときに写真機持ってって (3s) うちにもないから [ 全然 ]









（2012 年 3 月 17 日）
　二日後の会話で、M は、カメラを買おうと思い、スーパーマーケットに電話で問い合
わせたところ、売っているというので、買いに行こうと思っていると話す。多分どこかに
10  Weinrich(1966) は、Augustinus の嘘の定義として「嘘とは、いつわりを言う意志をともなった陳述
である」をあげている（井口訳 p.12）。
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（2012 年 3 月 21 日）
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は「うんあるから」(15708 M) とあっさり認めた。D は何度も念押しし、「はいじゃあもう
それ解決ね」(15717 D) と強引にこの件を終わりに導いている。



















(2012 年 3 月 26 日 )
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おわりに













人が言葉を交わす目的はそれだけではない。Malinowski (1966: 315)[1923] が「交話」(phatic 
communion) と呼んだ「ただ言葉を交わすことによって絆が生み出されるようなタイプの




























M, D   参与者
、 	 短い音の区切り（音が区切れていない場合には、読点は用いない。文の終わりに
も句点は用いない。）
(  s)   ポーズ。長いポーズについては (2s) のように、おおよその秒数で示す。
？　	 音の上昇。音が上がる場合には、疑問文でなくても？をつける。




(＊＊ )  聴き取り不可能な音
( 笑 ) 	発話と同時、または発話に挟まれている「笑い」
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